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受賞者名 

特定非営利活動法人 地域循環ネットワーク 

所在地 

新潟県長岡市 

受賞テーマ 

生活者による地域循環型社会へのチャレンジ 

－ 学校・家庭に肉がもどり、飲食店に割り箸がもどってくる － 

1. 活動継続 あり 

・学校給食調理残さ再生利用事業：終了 

・家庭生ごみリサイクル事業：終了 

・割り箸リサイクルと炭焼事業：継続中。パルプや炭として資源の有効活用を啓発。 

 

（受賞以降の取組） 

・使用済みカイロの回収とリサイクル事業：継続中。下記「活動の進化」参照。 

 

2. 活動の広がり あり 

 使用済み割り箸回収拠点となる協力公民館を拡大。イベント参加を積極的に行い啓発に努めてい

る。大学生のインターンやボランティアも毎年受け入れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 活動の進化 あり 

平成２３年から使用済みカイロの回収とリサイクルに

取り組んでいる。毎年１２月～５月まで実施し、地域の公

民館十数か所を拠点として誰でも参加できるようにして

いる。ただし持ち込みの際にはカイロのパックを切って取

り出した中身の粉だけを回収対象とし、理解と協力を呼び

かけている。企業参加もある。期間中に約２～３ｔを回収

し、鉄資源としてリサイクルしている。 

 

 

 

 

4. 今後の計画 

いずれの事業も経過を見ながら時代に合った活動を行っていく。ごみから資源に積極的に取り組

んでいく。 

 

 
（次頁に表彰概要を掲載） 

出前授業の様子 

使用済みカイロ回収の手引き 



【表彰概要】 

●給食調理残さリサイクル事業 
長岡市内の学校等から出る調理残さを回収し、家畜飼料にする取組を実施している。協力畜産農家の拡大、回収ボ

ランティアの育成、給食調理員への分別指導等により取組範囲を拡大し、現在、市内の保育園、小中学校、養護学校

等 112 箇所から回収している。残さは、乾燥処理後に 3 戸の養豚農家に提供し、残さ飼料を用いて生産された豚肉は、

農家の直売店や地域のスーパーマーケットで市販される他、給食材料に使用される（平成 14 年からは長岡市の委託事

業として実施）。 
●家庭生ごみリサイクル事業 
ネットワークの会員家庭で乾燥処理した生ごみを回収し、飼料として畜産農家へ提供している。回収は市民ボラン

ティアによって月 1 回行われ、会員家庭には乾燥生ごみ飼料で肥育した豚肉を提供している。 
●割り箸リサイクルと炭焼事業 
長岡市のネットワーク会員飲食店から割り箸を回収し、製紙原料や炭にリサイクルしている。年間の収集数は約 400

万本で、そのうち約 100 万本が製紙原料に使用、約 300 万本は割り箸炭にして 200ｇ100 円で市内の飲食店等で販売

し、売上金はリサイクル事業の一部に充てている。 
●その他啓発活動 

・市内の小・中・高等学校の総合学習授業へ講師を派遣し、環境・食育啓発を実施。 
・地域のコミュニティーセンターで環境講座を開講し、住民の３Ｒへの理解を促進。 
・上記リサイクル活動を長岡技術科学大学のカリキュラムに組み込み、大学生の環境マインドを醸成。 

 
 

  
                 給食残さ回収作業               給食残さ飼料によって肥育された豚 

 

 


